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ChatGPT

● GPTなどのLLM（Large Language Models／大規模言語モデル）
○ ある文章に対して、次に続く確率が高い言葉を返してくれる

もの
○ 「私はご飯を・・・」→「食べる」

● ChatGPTは、チャット機能を通じてGPTの機能を活用するもの
○ こちらが望むものをChatGPTに出してもらうためには、適切

な「命令文」を打ち込むことが重要
○ 「村上市の良さは？」というような漠然とした質問だと、一

般的な回答しか返ってこない
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ChatGPTの活用テーマ例



ChatGPTの活用テーマ例

● 文章作成・校正
● アイデア出しやフィードバック
● プロジェクト設計・会議設計
● Excelの数式を相談
● ロールプレイング（研修コンテンツとして）
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文章作成・校正



要約（プロンプト文）
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#命令文：
次の文章を小学生にもわかる表現で箇条書き形式で要約してください。

#文章：
我が国は、平成 20 年をピークに総人口が減少に転じ、全国的に人口減少・少子高齢化が進行しています。本市では、特に山間部や海岸部の集落で人口減少が顕著であ
り、平成 27 年（国勢調査）に 62,442 人であった人口は、令和２年（国勢調査）には57,418 人と５年間で約 5,000 人減少しました。主な理由として少子化のほか、
進学や就職に伴う若者の転出超過が主な要因と考えられます。近年、市内産業の人材不足や町内など地域活動の担い手不足などが顕在化しており、このまま進行すると
地域社会への影響が更に大きくなることが懸念されています。また、高齢化が進む本市では、高齢者が人口の約４割を占めており、今後、医療や介護など高齢者を支え
る費用等が増加すれば、若い世代への負担が更に大きくなることも考えられます。こうした状況
を冷静に把握しながら、人口構造の変化に伴う様々な課題に対処していくとともに、高齢世代をはじめ多様な人材が関わりながら、誰もがいきいきと活躍する地域社会
をつくる必要があります。
昨今、全国各地で気象の急激な変化が多くなったと感じている人も多いのではないでしょうか。地球温暖化が原因とみられる異常気象などにより、毎年甚大な自然災害
が全国各地で発生し、防災に関する意識は年々高まっています。本市は手つかずの自然環境に恵まれ、その恩恵を受ける一方で、広大な市域に小さな集落が点在してお
り、山間部や海岸部などの小さな集落では高齢化も進んでいることから、防災面では課題が多い自治体であるといえます。このため、身近な地域の基礎的防災力を高め
るとともに、日本海沿岸東北自動車道を活かした交通ネットワークの構築など、防災基盤の強化に取り組む必要があります。
また、災害とも言える新型コロナウイルス感染症が日本では令和２年初頭から発生し、長期間にわたる流行は、市民生活や地域経済に大きな混乱と影響を及ぼしていま
す。新型コロナウイルスは、次々と変異株が発生することで、流行の波が幾度も押し寄せ、生活や経済などあらゆる社会システムがこれまで経験したことのない対応を
強いられています。そうした中で、ニューノーマル（新しい生活様式）への対応が進み、「ウィズコロナ」という考え方のもと、感染症対策を進めながら経済や社会の
活動を止めることなく動かしていこうという取組も行われています。

出典：上記文章は、第3次村上市総合計画 より

https://www.city.murakami.lg.jp/soshiki/135/dai3ji-sougoukeikaku.html


要約（実行例）

7出典：村上市総合計画

https://www.city.murakami.lg.jp/uploaded/attachment/52576.pdf


文章化（プロンプト文）
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下記の要素をもとに、日本語で1500文字の文章を作成してください。
---
・我が国の人口は減少しており、特に山間部や海岸部の集落で人口が減っています。
・これは少子化や若者の転出が主な理由です。
・人口減少が進むことで、町の活動や産業に人手不足が生じています。
・高齢者が人口の約４割を占めており、医療や介護の費用が増えることで若い世代への負担が
大きくなる可能性があります。
・気候の急激な変化があり、地球温暖化による異常気象や自然災害が増えています。
・本市は自然環境に恵まれていますが、小さな集落の防災力が低いため、防災に課題がありま
す。
・新型コロナウイルス感染症が流行しており、市民生活や地域経済に大きな影響を与えていま
す。
・新しい生活様式に対応するために、感染症対策と経済・社会の活動を両立させる取り組みが
行われています。



文章化（実行例）
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文章の添削（プロンプト文）
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#命令文：
次の文章を以下の条件で添削してください。

＃条件：
・テーブル形式で出力してください。添削前、添削後、理由を含めてく
ださい。
・分かりやすく簡潔な文章を提案してください。

#文章：
（ここに文章を記載）



文章の添削（実行例）
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離乳食について「どうやって進めたらいい
の？」など疑問に思っていることはあるか？
この教室では「離乳食の進め方と生活リズム」
についての講話を行う。

情報交換の場としてもお気軽にご参加くださ
い。育児についての個別相談にも応じます。

新型コロナウイルスの感染症の拡大を防ぐた
め、受講される方につきましては、体調管理や
手洗い、咳エチケットの徹底にご協力をお願い
します。ご不便をおかけいたしますが、ご理解
とご協力をいただきますようお願いいたしま
す。

なお、今後の新型コロナの状況により、中止す
る場合がありますので、ご了承ください。

出典：離乳食赤ちゃん教室の案内文をテスト用に少し修正したもの

https://www.city.murakami.lg.jp/soshiki/32/r5rinyuusyoku.html


アイデア出しやフィードバック



アイデア出し（プロンプト文）
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＃命令文：
・以下の出力形式に従って、自治体の政策・事業についての斬新なアイ
デアを記述してください。

＃出力形式：
・表形式
・縦軸：対象年齢（20代、30代、40代、50代、60代以上）
・横軸：ジャンル（交通・子育て・教育・産業・観光）



アイデア出し（実行例）
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アイデア出し（プロンプト文）
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＃命令文：
・以下の出力形式に従って、自治体の政策・事業についての斬新なアイデアを記述してください。

＃政策・事業のテーマ
稲作の活性化

＃出力形式：
・表形式
・横軸：案1〜案3
・縦軸：下記の「アイデア出しの観点」

＃アイデア出しの観点：
【転用】他の使い道や、改善することで新しい使い道はないか？
【応用】何か、真似できるアイデアはないか？
【変更】見た目や音、匂いなどを変えてみるとどうなる？
【拡大】何かを加えることで、大きく・強く・高くできないか？
【縮小】何かを減らすことで、小さく・弱く・低くできないか？
【代用】他に代用できるものはないか？
【置換】要素・パターンを入れ替えてみたらどうなる？
【逆転】後ろ向きにしたら？上下・左右をひっくり返したら？
【結合】組み合わせたり混ぜてみたらどうなる？



アイデア出し（実行例）
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アイデア出し（プロンプト文）
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あなたは公共政策の立案を担っているプロフェッショナルです。
私は「農業を活性化するための事業の立案」で悩んでいるため、アドバ
イスをください。
このタスクで最高の結果を出すために、もっと情報が必要な場合は、ど
んどん質問をしてください。



アイデア出し（実行例）
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政策や事業についての意見を様々立場の人からもらう（プロンプト文）
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#命令文：
あなたは、人口5万人の行政職員です。
以下の【プロセス】を通じて、あなたが検討している【事業内容】についての改善提案を検討してください。

#プロセス：
1）下記の【事業内容】について、【外部アドバイザー】からのフィードバックをもらってください（記載してくださ
い
2）上記1）のフィードバック内容を踏まえて、行政職員であるあなたの改善提案を検討してください（記載してくださ
い）。

#事業内容：
地元で取れる農産物からより所得を得られるようにするため、
海外で展示会・試食会を開催する事業。

#外部アドバイザー：
参加者A：30歳女性（子どもが2人いる母親）：行政の活動に対して応援的
参加者B：地元で長年お店を経営している経営者（60歳男性）：行政に対して批判的
参加者C：農産物の輸出を行っている事業者（30歳男性）：行政に対して批判的
参加者D：公共政策に詳しい学者（女性）

＃フィードバックの観点：
・メリット
・デメリット
・リスク



政策や事業についての意見を様々立場の人からもらう（実行例）

20



政策や事業について、複数名でディスカッションさせて、メリット・デメリット・リスクを洗い出す
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＃命令文：
あなたは公共政策に詳しいコンサルタント・ファシリテーターです。
以下の【プロセス】で議論を進めて、最終的な結論を提示してください。

＃プロセス：
1）下記の【議論のテーマ】について、【ディスカッション参加者】がそれぞれの立場からの意見（考え・理
由）を発言する。
2）各自からの意見に対して、【ディスカッション参加者】が意見（賛成・反対・リスクやその理由）を発言
する。
3）参加者からの意見を踏まえて、あなたが最終的な結論をまとめて、提示する。

＃議論のテーマ：
人口減少問題は、解決すべきイシューか？
解決すべきイシューだとするならば、どのような解決策が考えられるか？

＃ディスカッションの参加者：
参加者A：30歳女性（子どもが2人いる母親）
参加者B：地元で長年お店を経営している経営者（60歳男性）
参加者C：公共政策に詳しい学者（女性）



複数名でのディスカッション（実行例）
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1

2

3



ロジックモデルを作成（プロンプト文）
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＃命令文：
下記のロジックモデルを作成してください。

＃初期仮説：
目的：人口減少状態を解消するため
活動：転入促進のイベント

＃条件：
・ロジックモデルは、下記の【ロジックモデルの構造】をベース
にしてください。
・上記の【初期仮説】に書いた「目的」や「事業」も見直してく
ださい。
・目的に対して考えられる手段は、複数記載してください。

＃ロジックモデルの構造：
・アウトカム
・アウトプット
・活動
・インプット

出典：https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/content/001584899.pdf）

https://www.mlit.go.jp/tochi_fudousan_kensetsugyo/content/001584899.pdf


ロジックモデルを作成（実行例）
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カスタマージャーニーマップを作成（プロンプト文）
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＃命令文：
下記の【テーマ】について、下記の【表形式の項目】で構成される表形式でカスタマージャーニーマップを
作成してください。
なお、最高のカスタマージャーニーマップを作成するために、追加の情報が必要な場合は、質問をしてくだ
さい。

＃表形式の項目：
・ステップ
・ユーザーエクスペリエンス
・タッチポイント
・ユーザーの感情
・ユーザーが直面する可能性のある課題や障害

＃テーマ：
行政窓口で引越の手続きをする。
なお、窓口の手続き以外の前後のユーザーの行為についてもカスタマージャーニーマップに含んでくださ
い。



カスタマージャーニーマップを作成（実行例）
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プロジェクト設計・会議設計



プロジェクト設計（プロンプト文）
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＃命令文：
あなたは、プロジェクト設計のプロフェッショナルコーチです。
プロのプロジェクト設計コーチとして、私のプロジェクトのゴール設計をサポートして下さい。

＃プロセス：
・「プロジェクトのゴール」の内容を踏まえて、あなたは私にマイルストーンを提案します。なお、マイルストーンの出力にあたっては、「マイ
ルストーンを設計する上での条件」を踏まえた上で、「マイルストーンの出力形態」の形をベースにして下さい。
・その後、あなたが提案をしてくれたマイルストーンについての意見を私に求めて下さい。この意見・確認がマイルストーン設計ではとても重要
になるので、マイルストーンをより質の高いものにするために確認すべき事項をあなたから私に何度か質問して下さい。

＃プロジェクトのゴール
・自治体における「政策立案研修事業」を実施して、職員に政策立案スキルを獲得してもらうこと

＃マイルストーンを設計する上での条件：
・期間：今年度1年間（2023年4月〜2024年3月）
・2023年9月に、一度市長にその時点での成果を報告するので、それもマイルストーンに組み込むこと

＃マイルストーン設計の考え方：
・マイルストーンは、基本的には3フェーズから5フェーズに分解して下さい
・最初の方に、プロジェクトを始めるにあたっての前提をすり合わせる時間を十分に取ること（プロジェクトの目的をすり合わせたりや、参加メ
ンバーの思いを確認する時間を十分に取る）

＃マイルストーンの出力形態：
・表形式で出力して下さい（項目は以下）
マイルストーンのタイトル | 実施事項 | マイルストーンのゴール | 期間 | 進める上で注意すべきことやリスク
・なお、「マイルストーンのタイトル」には、番号付きリストは使用しないでください。
・補足：「マイルストーンのゴール」については、「XがYできている状態」という形式で表現すること



プロジェクト設計（実行例）
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会議設計（プロンプト文）
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＃命令文：
あなたは、MTG設計のプロフェッショナルコーチです。
プロのMTG設計コーチとして、私のMTGのアジェンダ設計をサポートして下さい。

＃プロセス：
・下記の「MTGのゴール」および「MTGを設計する上での条件」の内容を踏まえて、あなたは私にMTGアジェンダを提案します。なお、アジェ
ンダの出力にあたっては、「アジェンダ設計の考え方」を踏まえた上で、「アジェンダの出力形態」の形をベースにして下さい。
・その後、あなたが提案をしてくれたMTGアジェンダについての意見を私に求めて下さい。この意見・確認がアジェンダ設計ではとても重要にな
るので、MTGアジェンダをより質の高いものにするために確認すべき事項をあなたから私に何度か質問して下さい。

＃MTGのゴール：
・来年度実施する事業案を決定したい

＃MTGを設計する上での条件：
・MTG時間：2時間
・MTGを進める上で大切にしたいこと：参加者が十分に意見を言えるプログラム、時間配分にすること

＃アジェンダ設計の考え方：
・アジェンダは、基本的には3アジェンダから5アジェンダ程度に分解して下さい
・最初の方に、プロジェクトを始めるにあたっての前提をすり合わせる時間を十分に取ること（プロジェクトの目的をすり合わせたりや、参加メ
ンバーの思いを確認する時間を十分に取る）

＃アジェンダの出力形態：
・「表形式」で出力して下さい（項目は以下）
アジェンダタイトル | 実施事項 | アジェンダのゴール（理想的ゴール/必ず実現したい最低限のゴール） | 生み出したい成果物 | 時間 | 進める上で
注意すべきことやリスク
・なお、「アジェンダタイトル」には、番号付きリストは使用しないでください。
・補足：「アジェンダのゴール」については、「理想的ゴール」と「必ず実現したい最低限のゴール」の両方について「XがYできている状態」と
いう形式で表現すること



会議設計（実行例）
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Excelの数式を相談



Excelの数式を作成（プロンプト文）
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＃命令文：
次の【処理】を行うExcel関数を教えてください。

＃処理：
1）シートのA列に生徒名、B列に点数が記載されている。
2）このデータのC列に「評価」列を追加したい。

＃評価基準：
S：91点以上
A：81～90点
B：71～80点
C：51～70点
D：50点以下



Excelの数式を作成（実行例）
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ロールプレイング
（研修コンテンツとして）



プロジェクトを体験するロールプレイング（プロンプト文）
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＃命令文：
あなた（AI）は、プロジェクトマネジメントを学ぶゲーム「プロマネゲーム」のゲームマスター（GM）で
す。
あなたはGMとして、私（プレイヤー）の入力に対応した、ゲームプレイを提供します。

＃プロマネゲームの設定
・プロジェクトの内容は、市役所の全庁的なDX（デジタルトランスフォーメーション）
・魅力的な10人のメンバーが登場（それぞれ個性豊かなメンバー）
・市役所内だけではなく、市役所外の住民なども関わり、混乱やDXプロジェクトを進める難しさを経験でき
る
・市役所は、人口10万人の町
・市長はDXをどんどん進めたいと思っている
・プレイヤーのSAN値は行動と展開で大きく変動し、シナリオや結末の方向に影響する。

＃ゲームマスターが行うこと
・ゲームマスターは、まず対象となるプロジェクトの基本設定を提示し、プレイヤーキャラ（性別・年齢・
性格）を自動生成してください。その後、半沢直樹風の文体でオープニングをスタートし、ユーザー入力を
待ってください。
・ゲームマスターは各出力のあとで、プレイヤーの現在のSAN値と、多様性のある4つの選択肢を提示し、ま
たユーザーに「自由にアクションを入力してもよい」ことを明示してください。



プロジェクトを体験するロールプレイング（実行例）
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まとめ



基本的な考え方

● 正解をもらうためではなく、秘書（ディスカッションパート
ナー）として使う

● 最終的な判断・意思決定は行政側で行う必要があるが、最初のた
たき台を数秒で出してくれることの価値が大きい
○ 誰しも、最初の一歩に時間がかかるので、そのスピードが早

くなると、仕事全体のスピードが圧倒的に早くなる
● 会議関連の時間削減にも繋がる（参考：次ページ）

○ 資料作成や議題の準備など
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みなさんにお願いしたいこと

● まずは、触ってみてください

○ 使ってみることで、良さも限界もわかる

● 今日ご紹介した「プロンプト文」をコピー＆ペース
トすれば使えます

○ よろしければ、本資料を庁内にもご共有ください
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【会議・コミュニケーションのDX化】お伝えしたいこと（サマリー）

● 業務量調査から、会議関連にそれなりの時間がかかっていることが明らかに

○ 会議に付随する要素も含めると、全業務量の3割を占めている

○ その3割の業務が仮に30%削減できると、全業務の1割分の業務量削減に

● そのため、これらの業務もDXで効率化していきたいが、本質はデジタルツールの導入
ではなく、会議関連のやり方を変革（トランスフォーメーション）すること

● 実態は、「変革」という大きなものではなく、ちょっとした改善で劇的に会議関連の
業務量を減らせるし、かつストレス的負担も軽減できる

会議・コミュニケーションに関する基本的な原則やスタンスを組織内で明確にして、
みなさんが楽に仕事を進められる状態にしたい
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